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第１章 目的 

１．１目的 

以下のような特徴を持ったキネマチックマウントを製作する 

・重量物を載せるためマウント面は水平 

・回転軸は任意に傾けることができる 

 

またステッピングモーターを用いて一定の角速度でマウントを動かす機構および制御回路

を製作する。 

 

第２章 原理 

２．１ キネマチックマウント 

キネマチックマウントとは剛体の 3 点の位置を決めることによってマウントの位置・向き

を決める方式のマウント。 

 

 

２．２ 回転軸の決め方・調整法 

マウントの回転軸は平面 Pに垂直な方向である。 

例えば地上から見た星はほぼ北極星を中心に日周運動をしているが、それを追うには平面 P

の垂直方向を北極星に向ける必要がある。 

 

この調整を行うために次のような装置を作った。 

 

２．２．１ ポインタ 

北極星を平面 P の垂直方向に向けるために次のようなポインタを作った。



 

 

図１ 製作したポインタ 

 

LEDの光をハーフミラーHMで反射させてポインタから出るようにする。 

この時LEDと凸レンズの間の凸レンズの焦点距離に十字標識を置くことによりポインタを

覗くとハーフミラーHMに十字標識がうつるようになる。 

この十字標識の中心に北極星をとらえることにより平面 P を北極星の垂直方向に調整する

ことができる。 

 

第３章 製作 

今回作ったキネマチックマウントは以下の写真のである。 



 

 

第４章 実験 

今回製作したキネマチックマウントがどのように動くか実験で調べてみた。 

図の８にポインタを合わせて他の点がどのように動くか観測した。 

ステッピングモーターは 10mrad/secで動くように設定した。 



 

 

第５章 結果 

各点が下図のようにうごいた。 

 

 

ほぼ点８を中心に回転運動している。 

このことを利用して、１つの点を中心に円運動をする物をこのマウントを使用して観測す

ることができるのではないかと考えた。 

 

第６章 まとめ 

今回キネマチックマウントとステッピングモーター、ポインタを組み合わせたキネマチッ



クマウントを制作することができた。 

今後、このマウントを用いて星の観測を行いたいと考えている。 

しかし、キネマチックマウントの動かせる角度がとても小さいのでもっと改良が必要であ

る。 

また、ポインタの目的へのターゲットが遠くなればなるほど甘くなってしまうのでまだ改

良の余地があると感じた。 
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